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則
光
の
水
源 
別
所
池  

 
 
 
 
 
 
 
 

ベ
ッ
シ
ョ
と
い
う
地
名
と
則
光 

 
 

白
山
・
東
山
か
ら
流
下
す
る
水
は
、
上
記
の
明
治
四
十
四

年
地
形
図
に
よ
れ
ば
、
三
か
所
の
た
め
池
で
貯
水
さ
れ
、
則

光
の
水
田
面
に
落
ち
る
。
則
光
の
米
作
り
に
と
っ
て
は
欠
く

べ
か
ら
ざ
る
水
利
施
設
で
あ
る
。
こ
の
た
め
池
か
ら
の
放
水

は
、
「
大
平
谷
川
」
と
な
り
、
さ
ら
に
「
深
渡
川
」
と
な
る
。 

 

注 

上
記
地
形
図
の
青
で
示
し
た
と
こ
ろ
が
水
系 

 

「
大
平
」
と
い
う
名
称
は
た
め
池
の
上
流
の
小
地
名
「
オ

オ
ヒ
ラ
」
に
由
来
す
る
。
ま
た
、
新
池
の
上
流
は
「
大
砂
留
」

と
い
う
地
名
で
、上
流
の
地
形
の
様
子
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

則
光
出
身
の
土
屋
凞
さ
ん
は
、
「
則
光
見
聞
記
」
で
こ
の
水

系
の
様
子
を
以
下
の
よ
う
に
記
載
し
て
い
る
。 

 

「
雨
が
降
る
と
そ
の
都
度
に
す
ぐ
土
砂
と
と
も
に
赤
い
水
と

な
り
流
れ
出
て
、
年
々
川
底
を
高
め
、
長
い
間
昔
か
ら
の
年

月
に
、
つ
い
に
耕
地
よ
り
川
の
ほ
う
が
高
く
な
り
、
い
ず
れ
の

小
川
も
高
い
と
こ
ろ
を
流
れ
て
、
新
田
裏
か
ら(

現
川
原
前)

川
端(

現
八
幡
前)

若
神
子
と
南
西
に
流
れ
、
川
堤(

カ
ワ
ド

イ)

と
い
う
土
堤
が
あ
り
、
こ
の
土
堤
を
利
用
し
て
若
神
子
よ

り
新
田
と
為
岡
通
ず
る
重
要
な
道
路
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の

道
路
へ
出
る
に
は
所
々
に
坂
を
上
っ
て
連
絡
し
て
お
り
、
為

岡
方
面
へ
行
く
に
は
新
田
よ
り
坂
を
下
っ
て
い
く
よ
う
に
な

っ
て
お
り
・
・
」 

 
 

 

 

注 

文
章
の
表
記
を
一
部
読
み
や
す
く
改
変
し
て
あ
り
ま
す 

 
 

こ
の
記
述
か
ら
す
る
と
、
別
所
は
大
平
谷
川
の
出
口
に
あ
た
り
、
こ
こ
か
ら
大
量
の
土
砂
が
洪
水
と
と
も
に
排
出

さ
れ
る
の
で
、
則
光
に
は
「
扇
状
地
」
が
形
成
さ
れ
、
小
河
川
は
「
天
井
川
」
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

耕
地
整
理
の
た
め
現
在
は
昔
の
姿
は
な
く
な
る
と
と
も
に
地
名
も
富
田
と
変
更
さ
れ
た
。
ま
た
、
別
所
新
池
の
下

に
は
水
車
が
設
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
当
時
の
ほ
ぼ
自
給
自
足
の
時
代
に
あ
っ
て
は
、
穀

類
を
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
重
要
な
場
所
で
あ
っ
た
。
別
所
は
本
所
に
対
応
す
る
地
名
で
、
た
め
池
等
施
設
を

管
理
す
る
場
所
で
あ
っ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。 

ヨ
ナ
ダ
ー
が
下
米
田
・
牧
野
の
色
々
な
見
ど
こ
ろ
を
紹
介
す
る
よ 
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